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は
じ
め
に

佐
　
藤
　
敏
　
光

　
従
来
、
建
築
史
の
分
野
に
お
い
て
は
教
会
建
築
に
重
心
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ー
ク
ヴ
ェ
ト
が
都
市
建
築
に
つ
い
て
研
究
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
し
レ

成
果
が
本
書
で
あ
る
。
フ
ー
ク
ヴ
ェ
ト
は
本
書
に
お
い
て
、
財
政
・
社
会
・
経
済

分
野
の
観
点
か
ら
都
市
の
建
築
政
策
や
都
市
建
築
行
政
の
組
織
構
造
を
叙
述
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
都
市
建
築
に
関
し
て
行
わ
れ
た
多
様

な
研
究
成
果
を
統
合
し
、
そ
れ
を
分
析
・
評
価
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
考
察
範
囲
は
都
市
の
環
境
か
ら
建
築
資
材
の
価
格
ま
で
広
範
囲
に
及
ぶ
。

そ
の
中
で
も
特
に
公
的
建
築
活
動
に
お
け
る
財
政
は
、
多
数
の
会
計
簿
に
基
づ
い

て
作
成
さ
れ
た
表
と
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
、
詳
細
に
解
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
公

的
建
築
活
動
の
考
察
を
通
じ
て
、
著
者
は
最
終
的
に
主
要
な
関
心
事
で
あ
る
、
建

築
手
工
業
部
門
に
お
け
る
労
働
世
界
と
中
世
後
期
に
お
け
る
都
市
化
を
再
構
成
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
本
書
の
研
究
手
法
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
史
料
と
し
て
都
市
の
会
計
簿

を
豊
富
に
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
手
工
業
者
へ
の
賃
金
支
払
い
に
関

し
て
、
著
者
は
会
計
簿
を
用
い
る
こ
と
で
、
賃
金
規
定
を
用
い
る
よ
り
も
当
時
の

実
態
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
に
本
書
の
考
察
は
、
統
計

上
十
分
な
量
が
あ
り
、
多
面
的
に
分
析
可
能
な
、
一
四
五
〇
年
か
ら
一
五
五
〇
年

ま
で
の
バ
ー
ゼ
ル
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
比
較
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
く
。
建
築

行
政
組
織
が
大
き
く
発
達
し
た
自
由
都
市
バ
ー
ゼ
ル
と
、
小
さ
な
組
織
の
領
邦
都

市
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
両
都
市
の
公
的
建
築

活
動
の
多
様
な
差
異
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
他
方
で
は
組
織
の
規
模
の
違
い
か
ら

生
じ
る
史
料
上
の
制
約
が
互
い
に
補
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
部
　
当
局
の
任
務
と
し
て
の
建
築
や
生
活
様
式
。
中
・
近
世
に
お
け
る
都

　
　
　
　
市
建
築
史
の
概
略
と
研
究
の
観
点

　
第
一
章
　
中
世
後
期
の
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
。
都
市
概
念
、
コ
ム
ー
ネ
の
計
画
、

　
　
　
　
　
環
境

　
第
二
章
　
中
世
後
期
の
都
市
と
そ
の
建
築
活
動
。
研
究
の
観
点
と
手
法
上
の

　
　
　
　
　
含
意

　
第
三
章
　
総
括
。
研
究
の
問
題
提
起

第
二
部
　
基
礎
。
中
世
後
期
に
お
け
る
都
市
の
発
展
、
予
算
管
理
と
建
築
行
政
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第
一
章
　
都
市
と
そ
の
史
料
。
研
究
対
象
と
史
料
状
況
。
範
囲
、
証
言
価
値
、

　
　
　
　
　
手
法
的
問
題

　
第
二
章
　
中
世
に
お
け
る
公
的
な
建
築
管
理
の
組
織
形
態
。
建
築
行
政
と
工

　
　
　
　
　
房

第
三
部
　
都
市
共
同
体
、
予
算
と
公
的
建
築
。
政
治
的
要
求
、
財
政
、
計
画

　
第
一
章
　
都
市
建
築
の
遂
行
と
そ
の
財
源
。
賦
役
、
貢
租
、
租
税

　
第
二
章
都
市
の
予
算
全
体
に
お
け
る
建
築
予
算
の
位
置
価
値
。
発
展
と
傾

　
　
　
　
　
向

　
第
三
章
　
総
括

第
四
部
　
公
的
建
築
支
出
と
都
市
の
生
活
空
間
の
形
整
。
労
働
世
界
、
建
築
物

　
　
　
　
資
、
危
機
予
防

　
第
一
章
　
序
論

　
第
二
章
　
バ
ー
ゼ
ル
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
お
け
る
建
築
予
算
の
原
則

　
第
三
章
　
都
市
建
築
。
人
件
費
の
観
点
か
ら

　
第
四
章
　
建
築
資
材
、
道
具
、
補
助
具

　
第
五
章
　
事
例
。
都
市
に
お
け
る
火
事
。
中
世
後
期
の
都
市
内
で
発
展
す
る

　
　
　
　
　
公
的
建
築
行
為
や
コ
ム
ー
ネ
の
配
慮
、
当
局
の
管
理
に
よ
る
危
機

　
　
　
　
　
の
予
防

第
五
部
　
結
論
の
考
察

　
第
一
部
は
本
書
の
導
入
部
に
あ
た
り
、
従
来
の
建
築
史
や
財
政
史
、
社
会
経
済

史
の
研
究
成
果
に
言
及
す
る
。
第
二
部
の
“
基
礎
”
で
は
、
第
一
章
で
バ
ー
ゼ
ル

と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
行
政
、
人
口
、
経
済
、
都
市
と
建
築
行
政
の
予
算
管
理
が
叙

述
さ
れ
る
。
第
二
章
で
は
両
都
市
の
建
築
局
（
⇔
岡
陶
葛
馨
）
と
そ
こ
に
雇
わ
れ
た

人
々
の
職
務
、
雇
用
条
件
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
章
は
著
者
の
関
心
事
で
あ

る
労
働
の
社
会
史
が
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
部
は
労
働
世
界
の
考

察
か
ら
離
れ
、
建
築
活
動
に
関
す
る
都
市
の
財
政
が
議
論
の
中
心
と
な
る
。
そ
の

第
一
章
で
は
、
防
衛
施
設
や
橋
な
ど
の
大
き
な
公
的
建
造
物
の
た
め
に
都
市
が
ど

の
よ
う
な
政
策
を
と
り
、
そ
の
費
用
に
関
し
て
都
市
領
主
と
参
事
会
が
ど
の
よ
う

な
措
置
を
講
じ
た
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
第
二
章
に
お
い
て
、
都
市
予
算

に
対
す
る
建
築
予
算
の
割
合
が
金
額
と
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
表
さ
れ
、
自
由
都
市

と
領
邦
都
市
の
建
築
支
出
の
推
移
が
豊
富
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
提
示
さ
れ
る
。

第
四
部
で
は
そ
れ
に
続
い
て
、
バ
ー
ゼ
ル
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
建
築
予
算
の
内
訳

を
会
計
簿
か
ら
再
構
成
し
、
都
市
に
雇
わ
れ
た
建
築
手
工
業
者
の
職
種
別
費
用
や

資
材
に
対
す
る
費
用
の
内
訳
、
資
材
の
供
給
方
法
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
く
。

そ
し
て
第
四
部
第
五
章
に
お
い
て
、
都
市
空
間
に
関
す
る
建
築
活
動
の
管
理
の
事

例
研
究
と
し
て
都
市
の
火
災
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
著
者
は
、
火
災
に
お
け

る
都
市
の
消
火
活
動
の
組
織
や
参
事
会
の
防
火
対
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
書
で
常
に
意
識
さ
れ
て
い
る
中
世
後
期
の
都
市
化
に
関
す
る
具
体
的
事
例

を
挙
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
著
者
の
述
べ
る
都
市
化
（
ご
善
き
黙
。
冨
臣
α
Q
）
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

て
お
く
。
中
世
後
期
の
都
市
で
は
都
市
領
主
や
参
事
会
が
都
市
建
築
に
関
す
る
多

様
な
努
力
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
建
造
物
自
体
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
計
画
や
建
築

の
た
め
の
社
会
・
財
政
政
策
、
労
働
条
件
な
ど
多
く
の
分
野
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、

こ
の
成
果
は
近
世
・
近
代
都
市
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
努
力

が
著
者
に
よ
っ
て
都
市
化
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
第
四
部
第
五
章
は
、
労
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働
の
社
会
史
と
並
ぶ
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
都
市
化
を
、
理
想
的
な
都
市
恒
等
や

建
築
活
動
の
組
織
化
・
財
政
化
以
外
の
面
に
よ
っ
て
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
部
分
で

あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
章
の
、
著
者
の
意
図
す
る
都
市
化
の
一
例
を
紹
介
し
、
そ

れ
を
本
書
の
紹
介
に
代
え
た
い
と
思
う
。
こ
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
同
時
に
本
書
の

考
察
対
象
が
建
造
物
に
限
ら
ず
広
範
囲
に
及
ぶ
、
こ
れ
ま
で
の
建
築
史
研
究
に
収

ま
ら
な
い
新
た
な
研
究
で
あ
る
こ
と
も
伝
え
た
い
と
思
う
。
そ
の
際
に
、
多
く
の

都
市
が
そ
の
法
的
身
分
や
規
模
、
組
織
な
ど
の
差
異
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
事
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
正
し
く
整
理
し
た
上
で
紹
介
す
る
こ
と
は
紹
介

者
の
手
に
余
る
た
め
、
本
稿
で
は
著
者
の
叙
述
に
従
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
を
最
初

　
　
　
　
　
ド
ヨ
　

に
断
っ
て
お
く
。

　
　
消
火
活
動

　
多
く
の
家
屋
が
木
造
で
あ
っ
た
中
世
都
市
に
と
っ
て
、
火
事
は
破
滅
的
な
被
害

を
も
た
ら
す
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
故
、
火
災
へ
の
対
策
は
都
市
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
く
。
中
世
後
期
の
建
築
家
で
あ
る
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ペ
ッ
ク
レ

（
欝
巳
。
国
Q
。
聡
。
罠
。
）
が
構
想
し
た
理
想
都
市
で
も
、
家
屋
が
石
材
で
建
て
ら
れ
、

そ
の
屋
根
は
瓦
で
葺
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
防
火
対
策
を
実
際
に
参
事
会
や

都
市
領
主
が
実
施
し
て
い
っ
た
。
本
書
の
第
四
革
質
五
章
で
は
都
市
の
こ
の
火
災

措
置
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
参
事
会
に
よ
る
建
築

行
政
が
火
災
措
置
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

と
並
ん
で
、
都
市
が
ど
の
よ
う
な
消
火
組
織
を
持
っ
た
の
か
も
そ
の
対
象
と
さ
れ

る
。
以
下
で
は
都
市
の
消
火
活
動
を
、
①
管
轄
、
②
消
火
活
動
、
③
用
具
・
報
奨

金
・
賃
金
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
く
。

　
（
｝
）
管
轄

　
大
都
市
は
一
五
世
紀
初
頭
か
ら
防
火
対
策
を
行
い
、
市
平
内
部
に
お
け
る
火
災

に
迅
速
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
大
半
の
中
・
大
都
市
で
は
、
建
築

局
が
防
火
措
置
及
び
消
火
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
建
築
局
は
都
市
に

雇
わ
れ
た
建
築
手
工
業
者
と
用
具
、
馬
車
を
管
轄
下
に
置
き
、
真
っ
先
に
火
災
に

対
応
す
る
知
識
と
手
段
を
持
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
は
消
火
活
動
は
建

築
局
長
（
剛
W
餐
ρ
留
露
0
画
。
◎
榊
0
叫
）
の
任
務
で
あ
り
、
消
火
の
用
具
に
関
す
る
監
督
権
も
建

築
局
長
に
委
任
さ
れ
て
い
た
。
消
火
活
動
の
責
任
者
と
消
火
用
具
の
監
督
者
と
は

必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
バ
ー
ゼ
ル
と
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
は
会

計
局
長
（
門
。
騒
。
笥
）
に
用
具
の
監
督
権
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
都
市
に
対
し
て
、

建
築
行
政
組
織
が
そ
れ
ほ
ど
発
達
し
な
か
っ
た
中
・
小
都
市
で
は
防
火
及
び
消
火

は
都
市
指
導
層
の
管
轄
で
あ
り
、
例
え
ば
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
も
こ
れ
は
市
長
の
任

務
で
あ
っ
た
。

　
（
二
）
消
火
活
動

　
ま
ず
、
火
災
が
起
こ
っ
た
場
合
、
こ
の
こ
と
は
即
座
に
報
告
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
通
報
義
務
は
第
一
に
火
事
を
起
こ
し
た
者
に
あ
り
、
こ
れ
に
違
反

し
た
者
は
重
い
罰
を
科
さ
れ
た
。
一
四
〇
〇
年
頃
の
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
は
、

火
災
の
隠
匿
者
は
一
マ
ル
ク
を
科
さ
れ
た
。
バ
ー
ゼ
ル
参
事
会
は
火
災
が
発
生
し

た
家
の
住
人
全
員
に
一
〇
プ
フ
ン
ト
の
罰
金
を
科
し
、
財
産
の
な
い
者
や
奉
公
人

は
牢
獄
へ
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
に
対
し
て
、
＝
二
五
〇
年
の
ゾ
ー
ス
ト
で
は

一109一



西洋史論集

火
事
を
起
こ
し
た
者
が
最
初
に
隣
人
に
警
告
し
、
素
早
く
助
け
を
呼
ん
だ
た
め
に
、

罰
は
免
除
さ
れ
た
。

　
次
に
、
火
災
が
報
告
さ
れ
る
と
、
警
報
の
よ
う
に
都
市
中
に
火
災
の
発
生
が
知

ら
さ
れ
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
は
、
聖
堂
の
塔
か
ら
大
声
で
叫
び
、
角
笛
を

吹
い
て
走
り
回
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
消
火
活
動
を
任
務

と
す
る
人
々
が
火
災
現
場
に
道
具
を
持
っ
て
急
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
主
に

都
市
に
雇
わ
れ
た
建
築
業
の
人
々
で
あ
る
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
は
、
都
市
に
雇

わ
れ
た
大
工
の
親
方
が
彼
の
職
人
と
共
に
斧
を
持
っ
て
火
事
場
に
急
行
し
、
建
築

局
長
の
補
佐
役
で
あ
る
ア
ン
シ
ッ
カ
i
（
ぎ
。
◎
O
穿
凶
O
一
（
O
鴎
）
の
指
揮
下
で
消
火
活
動

を
行
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
消
火
を
任
務
と
す
る
職
種
は
都
市
に
よ
っ
て
異
な
る
。

］
四
三
五
年
頃
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
は
大
工
と
瓦
葺
職
人
が

消
火
活
動
の
先
頭
に
立
ち
、
風
呂
屋
は
男
女
共
に
、
自
身
の
所
有
す
る
バ
ケ
ツ
を

持
っ
て
火
災
現
場
へ
急
行
し
た
。
た
ら
い
や
樽
を
運
び
、
消
火
用
の
水
を
確
保
す

る
こ
と
は
運
送
業
者
と
庭
師
の
任
務
で
あ
り
、
肉
屋
や
鍛
冶
屋
、
織
匠
な
ど
の
ツ

ン
フ
ト
は
梯
子
や
火
か
き
棒
な
ど
の
用
具
を
火
事
場
へ
運
ん
だ
。

　
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
消
火
活
動
を
都
市
の
住
民
も
手
伝
う
こ
と
を
義
務
付
け

ら
れ
た
。
こ
の
援
助
に
は
人
的
な
も
の
と
並
ん
で
、
火
事
場
の
付
近
に
住
む
者
が

桶
や
バ
ケ
ツ
を
徴
発
さ
れ
る
と
い
う
物
的
な
援
助
も
あ
っ
た
。
人
的
援
助
に
は
時

に
女
性
も
加
わ
り
、
一
五
二
一
年
の
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
は
修
道
士
と
女
姓
が

水
の
運
搬
に
動
員
さ
れ
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
多
数
の
協
力
者
や
火
事
の
見

物
人
が
消
火
活
動
の
邪
魔
と
な
る
こ
と
も
参
事
会
は
理
解
し
て
お
り
、
都
市
の
全

住
民
が
消
火
活
動
に
参
加
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
バ
ー
ゼ
ル

で
は
、
火
災
の
際
に
動
員
さ
れ
な
か
っ
た
者
達
は
自
身
の
家
の
屋
根
の
上
に
登
り
、

む
や
み
に
火
災
現
場
に
行
か
な
い
よ
う
に
お
互
い
を
監
視
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
た
。
無
用
の
野
次
馬
に
は
五
シ
リ
ン
グ
の
罰
金
が
科
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
消
火
活
動
が
終
わ
る
と
、
使
用
さ
れ
た
道
具
は
再
び
規
定
通
り
に
戻
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
バ
ー
ゼ
ル
で
は
フ
ラ
イ
ハ
イ
テ
ン
と
呼
ば

れ
る
消
火
活
動
の
自
発
的
な
協
力
者
達
が
、
都
市
の
消
火
用
旦
ハ
一
式
を
集
め
、
そ

れ
を
都
市
の
工
房
（
≦
至
醇
o
O
に
戻
し
た
。
そ
の
際
、
消
火
用
の
バ
ケ
ツ
は
干

し
草
あ
る
い
は
藁
を
詰
め
ら
れ
、
屋
外
で
乾
か
さ
れ
た
。
さ
ら
に
用
具
は
職
人
に

よ
っ
て
補
修
さ
れ
、
消
火
に
用
い
ら
れ
た
革
の
製
品
は
よ
り
丈
夫
に
す
る
た
め
に

獣
脂
や
ラ
ー
ド
を
塗
り
つ
け
ら
れ
た
。
特
に
比
較
的
傷
み
や
す
か
っ
た
革
の
バ
ケ

ツ
は
常
に
手
入
れ
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
の
手
入
れ
は
仕
事
量
が
全
体
的

に
少
な
く
な
る
冬
季
に
行
わ
れ
た
。
時
に
は
火
か
き
棒
の
棒
の
部
分
が
工
房
の
大

工
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
、
か
ん
な
で
削
っ
て
手
入
れ
さ
れ
た
。
中
世
は
典
型
的
な

修
繕
社
会
で
あ
り
、
も
は
や
元
の
状
態
に
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
時
に
だ
け
そ
れ

ら
の
用
具
は
買
い
換
え
ら
れ
た
。
手
間
の
か
か
る
修
繕
と
手
入
れ
の
後
で
、
用
具

は
定
め
ら
れ
た
保
管
場
所
に
再
び
戻
さ
れ
た
。

　
（
三
）
用
異
・
報
奨
金
・
賃
金

　
こ
の
よ
う
な
消
火
活
動
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
常
に
用
具
を
都
市
の

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
バ
ー
ゼ
ル
で
は
一
四
二
二
年
以

降
、
全
て
の
ツ
ン
フ
ト
会
館
が
四
つ
の
革
の
バ
ケ
ツ
と
二
つ
の
火
事
用
梯
子
、
同

数
の
梯
子
受
け
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
都
市
内
に
は
水
で
満
た
さ
れ
た
樽

と
桶
を
積
ん
だ
荷
車
が
五
箇
所
に
、
一
四
四
六
年
に
は
十
箇
所
に
用
意
さ
れ
た
。

ま
た
、
一
四
一
一
年
の
火
災
条
令
の
後
に
、
あ
ら
ゆ
る
家
屋
所
有
者
が
消
火
用
の
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バ
ケ
ツ
を
二
つ
所
有
す
る
こ
と
、
屋
根
裏
に
水
の
入
っ
た
桶
を
置
く
こ
と
が
決
め

ら
れ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
は
都
市
内
の
四
十
九
箇
所
に
火
災
用
の
梯
子
と
鋤

が
二
つ
ず
つ
設
置
さ
れ
、
全
て
の
水
車
が
、
都
市
の
費
用
で
調
達
さ
れ
た
二
つ
の

消
火
ポ
ン
プ
と
バ
ケ
ツ
、
桶
を
備
え
た
。
ベ
ル
ン
参
事
会
は
大
火
災
後
の
一
四
〇

六
年
に
革
製
の
消
火
用
バ
ケ
ツ
を
購
入
し
、
そ
れ
を
全
て
の
家
に
設
置
し
た
。
さ

ら
に
、
夜
の
火
災
の
場
合
に
十
分
な
照
明
を
確
保
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
や
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
は
ラ
ン
タ
ン
ま
た
は
釣
り
香
炉
を
持
つ

都
市
住
民
に
対
し
、
夜
に
は
そ
れ
に
火
を
灯
し
て
外
へ
吊
す
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　
消
火
活
動
は
都
市
の
全
住
民
の
義
務
で
あ
っ
た
が
、
完
全
に
無
償
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
バ
ン
ベ
ル
ク
で
は
確
か
に
消
火
活
動
は
市
民
の
無
償
の
義
務
で

あ
っ
た
が
、
負
傷
し
た
場
合
に
は
治
療
費
が
与
え
ら
れ
た
。
ニ
ー
ダ
ー
ド
イ
ツ
地

域
で
は
、
消
火
活
動
に
対
す
る
公
的
な
俸
給
の
支
払
い
が
よ
う
や
く
近
世
に
行
わ

れ
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
都
市
に
お
い
て
、
．
参
次
会
は
消
火
活
動
に
対
す
る
手
当

や
報
奨
金
を
支
払
っ
た
。
そ
れ
ら
の
都
市
で
は
原
則
的
に
、
火
災
現
場
へ
最
も
早

く
た
ど
り
着
い
た
者
に
報
奨
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
慣
習
が
あ
り
、
バ
ー
ゼ
ル

で
は
こ
の
慣
習
が
一
四
二
二
年
と
一
四
四
六
年
の
火
災
条
令
に
お
い
て
成
文
化
さ

れ
た
。
一
五
一
六
年
の
バ
ー
ゼ
ル
の
文
書
は
、
水
を
持
っ
て
最
も
早
く
火
災
現
場

に
着
い
た
者
に
一
〇
シ
リ
ン
グ
、
次
着
の
者
に
は
五
シ
リ
ン
グ
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。
素
早
く
効
果
的
に
消
火
を
手
伝
っ
た
者
も
奨
励
さ
れ
、
コ

ン
ス
タ
ン
ツ
や
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
消
火
用
水
の
運
搬
者

に
も
報
奨
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
十
五
世
紀
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
で
は
、

都
市
参
事
会
で
は
な
く
、
火
事
を
起
こ
し
た
者
が
消
火
の
協
力
者
に
ビ
ー
ル
と
金

銭
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
報
奨
金
で
は
な
く
、
消
火
活
動
に
対
す
る
賃
金
も
存
在
し
た
。
バ
ー

ゼ
ル
で
は
全
て
の
手
工
業
か
ら
罪
名
ず
つ
、
二
名
が
斧
を
、
二
名
が
水
の
入
っ
た

桶
を
持
っ
て
火
災
現
場
に
急
行
し
、
こ
れ
に
対
す
る
賃
金
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ニ
シ

リ
ン
グ
が
与
え
ら
れ
た
。
一
五
一
六
年
に
は
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
す
る
人
数
と
火
か

き
棒
で
消
火
活
動
に
従
事
す
る
人
数
が
決
め
ら
れ
、
一
人
に
つ
き
一
ー
ニ
シ
リ
ン

グ
が
用
意
さ
れ
た
。
多
く
の
都
市
に
お
い
て
、
消
火
活
動
を
副
業
に
す
る
者
も
現

れ
た
。
例
え
ば
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
や
ヴ
ィ
ス
マ
ル
で
は
ビ
ー
ル
運
送
人
が
、
ア
ウ
グ

ス
ブ
ル
ク
で
は
ワ
イ
ン
運
送
人
や
穀
物
計
量
人
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ゼ
ル
で

は
前
述
の
フ
ラ
イ
ハ
イ
テ
ン
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
賃
金
と
し
て
一
人
に
つ
き
五
シ

リ
ン
グ
を
参
事
会
が
与
え
た
。

　
こ
れ
ら
の
消
火
活
動
と
用
具
に
対
し
、
例
と
し
て
挙
げ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
や

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
な
ど
が
年
間
で
ど
れ
ほ
ど
の
資
金
を
投
入
し
た
の
か
に
つ
い

て
、
著
者
は
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
本
書
の
考
察
対
象
で
あ
る
都
市
バ
ー
ゼ

ル
に
関
し
て
は
、
そ
の
会
計
簿
か
ら
多
少
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
に

よ
る
と
、
防
火
の
高
い
重
要
性
に
も
拘
わ
ら
ず
、
バ
ー
ゼ
ル
で
は
警
鐘
や
用
具
の

調
達
・
手
入
れ
は
比
較
的
安
価
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
費
用
は
一
四

四
五
年
か
ら
一
五
五
〇
年
ま
で
の
間
に
一
度
も
費
用
の
主
要
費
目
と
な
ら
ず
、
具

体
的
に
は
建
築
費
の
O
・
四
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
消
火
の
た
め
の
支
出
は
、
消

火
活
動
に
対
す
る
報
奨
金
や
賃
金
が
支
払
わ
れ
た
時
に
の
み
増
加
し
た
。
マ
ー
ル

ブ
ル
ク
に
お
い
て
も
事
情
は
変
わ
ら
ず
、
多
少
大
き
な
支
出
と
な
っ
た
の
は
、
参

事
会
が
］
四
六
二
／
六
三
年
に
、
総
額
五
七
プ
フ
ン
ト
六
シ
リ
ン
グ
で
消
火
用
の

バ
ケ
ツ
を
購
入
し
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
は
、
一
五
三
〇
年
代
と

一
五
四
〇
年
代
に
都
市
内
の
貯
水
池
や
貯
水
槽
が
拡
張
さ
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
り
、
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こ
れ
は
非
常
に
費
用
の
か
か
る
措
置
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二
　
防
火
措
置

　
都
市
の
大
火
災
は
人
々
の
日
常
世
界
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て

都
市
の
年
代
記
に
記
録
さ
れ
る
出
来
事
だ
っ
た
。
ま
た
、
小
さ
な
火
災
は
特
別
に

年
代
記
作
者
の
目
を
引
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
消
火
活
動
に

は
費
用
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
、
都
市
会
計
簿
に
は
小
さ
な
火
災
の
際
に
要
し
た

費
用
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
都
市
の
年
代
記
と
会
計
簿
を
見
る
と
、
バ
ー

ゼ
ル
で
生
じ
た
火
災
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
代
記
に
は
、
＝
二
世
紀
後
半
か

ら
■
ハ
世
紀
前
半
に
か
け
て
一
〇
度
の
大
火
災
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
会
計
簿
か

ら
は
一
四
四
五
年
か
ら
一
五
四
九
年
置
で
に
六
三
度
の
火
災
が
生
じ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
の
火
災
の
火
元
を
見
て
み
る
と
、
バ
ー
ゼ
ル
の
中
心
街
区
よ
り
も
、

一
般
的
に
は
都
市
郊
外
や
ク
ラ
イ
ン
バ
ー
ゼ
ル
の
よ
う
な
粗
悪
な
、
燃
え
や
す
い

資
材
で
建
て
ら
れ
た
建
築
物
が
多
い
地
区
で
発
生
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
容
易
に
火
災
の
広
が
る
建
築
物
に
対
し
て
、
都
市
参
事
会
は
ど
の
よ
う
な
措
置

を
講
じ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
本
書
の
第
四
部
第
五
章
第
二
節
の
テ
ー
マ
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
、
①
屋
根
の
耐
火
措
置
と
②
バ
ー
ゼ
ル
の
防
火
措
置
に
分
け
て
概

観
し
て
い
く
。

　
（
ご
麗
根
の
耐
火
措
罎

　
一
四
一
七
年
七
月
五
日
、
バ
ー
ゼ
ル
に
お
い
て
火
事
が
起
こ
り
、
こ
れ
は
都
市

郊
外
に
ま
で
広
が
る
大
火
災
と
な
っ
た
。
こ
の
火
災
の
素
早
い
拡
大
の
要
因
と
し

て
、
当
時
の
建
築
技
術
が
挙
げ
ら
れ
る
。
バ
ー
ゼ
ル
は
一
三
世
紀
と
］
四
世
紀
の

間
、
木
造
建
築
物
が
大
半
を
占
め
る
都
市
で
あ
っ
た
が
、
主
に
僅
か
な
財
産
し
か

持
た
な
い
人
々
の
家
屋
に
は
、
一
五
世
紀
に
お
い
て
も
切
石
や
ス
レ
ー
ト
よ
り
も

価
格
の
安
い
木
材
や
ロ
ー
ム
、
ヨ
シ
、
藁
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
は
バ
ー
ゼ
ル
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ゴ
ス
ラ
ー
の
よ
う
に
都

市
近
郊
の
採
石
場
に
よ
っ
て
石
材
に
関
す
る
コ
ス
ト
を
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
た

地
域
を
除
い
て
、
都
市
郊
外
だ
け
で
は
な
く
中
心
街
区
で
も
こ
け
ら
葺
き
屋
根
や

木
材
に
よ
る
建
築
様
式
が
都
市
建
築
の
主
流
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
オ
ー

バ
ー
ド
イ
ツ
の
、
一
四
－
一
七
世
紀
の
大
都
市
に
で
さ
え
該
当
す
る
。
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
で
も
一
三
八
六
年
頃
に
は
、
明
ら
か
に
藁
葺
き
屋
根
の
家
が
都
市
の
大
半

を
占
め
て
い
た
。

　
そ
れ
故
、
都
市
領
主
や
参
事
会
は
耐
火
性
を
考
慮
し
て
、
個
人
の
家
屋
も
含
む

建
築
措
置
を
実
行
し
始
め
た
。
そ
の
際
、
燃
え
や
す
い
建
築
物
の
移
動
に
関
す
る

措
置
も
確
か
に
存
在
し
た
。
例
え
ば
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
は
火
事
の
危
険
を
理
由
と

し
て
一
五
二
四
年
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
註
説
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
よ
っ
て
納
屋
を
で
き
る
だ

け
都
市
の
領
域
か
ら
離
す
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
特
に
家
屋
の
屋
根
に
対

す
る
建
築
資
材
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
措
置
に
は
単
に
藁
葺
き
屋
根
の
全
面
的
な

禁
止
の
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
が
、
よ
り
家
屋
所
有
者
に
配
慮
し
た
措
置
も
あ
っ

た
。
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウ
の
小
都
市
ベ
ン
ニ
ヒ
ハ
イ
ム
で
は
一
四
五
二
年
に
、
新
た
に

建
築
を
す
る
場
合
と
い
う
条
件
付
き
で
、
屋
根
を
瓦
葺
き
に
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
、
都
市
が
そ
の
費
用
の
三
分
野
一
を
負
担
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
屋
根
を
藁
か
ら
煉
瓦
へ
変
え
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
た
。
ベ
ル

ン
参
事
会
は
個
人
が
自
身
の
家
屋
に
藁
や
こ
け
ら
よ
り
も
耐
火
性
の
あ
る
屋
根
を

一112



介紹

選
ん
だ
時
、
そ
の
代
金
の
半
分
を
支
払
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
措
置
に
お
い
て
、
耐

火
性
の
あ
る
煉
瓦
で
屋
根
を
葺
か
せ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
ジ
ー
ゲ
ン

は
そ
の
点
で
異
な
っ
て
い
た
。
一
五
六
一
年
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
条
令
に
お
い
て
、
都

市
の
家
屋
や
納
屋
、
厩
舎
が
藁
葺
き
で
あ
る
た
め
に
火
が
た
や
す
く
燃
え
上
が
る

こ
と
が
確
か
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
よ
り
高
い
耐
火
性

を
実
現
す
る
た
め
に
、
屋
根
を
こ
け
ら
で
葺
き
、
内
部
に
ニ
カ
ワ
を
塗
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
恐
ら
く
ジ
ー
ゲ
ン
の
よ
う
な
例
は
稀

で
あ
り
、
多
く
の
都
市
に
と
っ
て
新
た
な
屋
根
の
素
材
と
な
る
煉
瓦
の
製
造
が
重

要
な
問
題
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
都
市
の
高
い
耐
火
性
を
実
現
す
る
た
め
に
、
煉
瓦
製
造
を
独
自

に
組
織
・
経
営
す
る
こ
と
が
多
く
の
都
市
で
試
み
ら
れ
、
特
に
ニ
ー
ダ
ー
ド
イ
ツ

で
は
こ
れ
は
］
三
世
紀
以
降
に
起
こ
っ
た
。
ブ
レ
ー
メ
ン
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
リ
ュ
ー

ベ
ッ
ク
、
ロ
ス
ト
ッ
ク
な
ど
の
北
ド
イ
ツ
都
市
が
既
に
早
く
に
、
＝
二
世
紀
末
以

降
か
ら
独
自
の
煉
瓦
製
造
所
を
所
有
し
た
。
例
え
ば
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
で
は
＝
］
七

六
年
の
都
市
火
災
後
、
建
築
条
令
に
お
い
て
石
材
の
使
用
が
規
定
さ
れ
、
都
市
住

民
に
対
す
る
十
分
な
建
築
資
材
供
給
が
配
慮
さ
れ
た
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
一
二
九
三

年
に
煉
瓦
製
造
所
を
買
い
取
り
、
二
二
〇
〇
年
頃
に
は
第
二
の
煉
瓦
製
造
所
の
建

設
に
よ
っ
て
そ
の
生
産
能
力
が
向
上
し
た
。
ま
た
、
大
半
の
ニ
ー
ダ
ー
ド
イ
ツ
都

市
で
も
一
四
世
紀
後
半
に
は
煉
瓦
製
造
所
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
二
i

ダ
ー
ド
イ
ツ
の
簡
単
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
事
例
は
、
都
市
の
管
理
下
に

お
け
る
耐
火
の
た
め
の
建
築
資
材
供
給
と
い
う
、
参
事
会
の
早
期
か
ら
の
関
心
を

示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
オ
ー
バ
ー
ド
イ
ツ
の
都
市
で
は
、
そ
こ
で
一
般
的
で
あ
っ
た
木

材
ま
た
は
藁
葺
き
の
屋
根
が
確
か
に
一
四
－
一
五
世
紀
初
頭
に
禁
止
さ
れ
、
一
五

世
紀
に
は
煉
瓦
製
造
所
も
所
有
さ
れ
た
。
し
か
し
瓦
葺
き
屋
根
へ
の
移
行
は
極
め

て
長
い
期
間
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
地
域
の
家
屋
は
そ
の
構
造
上
、
頑
丈
で
重
い

屋
根
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
は
で
き
て
お
ら
ず
、
屋
根
に
耐
火
性
を
持
た
せ
る
た

め
に
は
根
本
的
な
改
築
や
建
て
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
の
解
決
法
は
、
基
本
的
に
は
都
市
に
よ
る
助
成
金
の
支
給
で
あ
っ
た
。

都
市
参
事
会
は
特
に
こ
れ
を
ほ
と
ん
ど
財
産
の
な
い
家
屋
所
有
者
に
対
し
て
意
識

的
に
行
っ
た
。

　
三
）
バ
ー
ゼ
ル
の
防
火
措
置

　
バ
ー
ゼ
ル
は
大
火
災
の
起
こ
っ
た
一
四
一
七
年
以
降
、
参
事
会
が
積
極
的
に
建

築
措
置
を
実
行
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
一
四
｝
七
年
と
一
四
一
九
年
に
は
防
火
の

た
め
に
、
家
屋
間
に
あ
る
こ
け
ら
の
壁
を
取
り
除
き
、
厚
板
を
張
っ
た
石
膏
と
ロ
ー

ム
の
壁
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
参
事
会
は
個
人
の
屋
根
の
瓦
葺

き
を
支
援
す
る
と
共
に
、
こ
れ
を
監
督
し
た
。
ま
ず
、
火
災
を
免
れ
た
家
の
屋
根

を
参
事
会
は
瓦
葺
き
に
変
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
参
事
会
は
屋
根
検

査
人
（
國
）
麟
O
騨
副
）
0
り
昏
O
ぽ
陶
鎧
0
内
）
を
立
て
て
監
督
さ
せ
た
。
屋
根
の
瓦
葺
き
の
た
め
に

＝
疋
の
期
間
が
家
屋
所
有
者
に
対
し
て
設
け
ら
れ
、
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
屋
根
検
査

人
に
よ
っ
て
訴
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
瓦
葺
き
の
援
助
に
関
し
て
は
、
一
四

一
七
－
一
四
五
二
年
に
都
市
は
こ
れ
に
＝
天
〇
三
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
を
消
費

し
、
特
に
一
四
四
五
－
一
四
五
二
年
に
お
け
る
助
成
金
は
建
築
会
計
の
約
一
三
％

に
達
し
た
。
そ
の
結
果
、
バ
ー
ゼ
ル
は
煉
瓦
製
造
所
を
一
四
〇
五
年
か
ら
所
有
し

て
い
た
が
、
こ
の
一
四
一
七
年
以
降
に
増
大
し
た
煉
瓦
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
が
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で
き
ず
、
一
四
一
八
年
に
第
二
の
煉
瓦
製
造
所
を
建
設
し
た
。
さ
ら
に
、
都
市
の

全
教
区
に
お
け
る
家
屋
の
火
元
と
暖
炉
の
監
督
を
任
務
と
す
る
火
元
検
査
人

（
田
0
鶴
0
円
9
0
0
げ
帥
9
0
円
）
が
参
事
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
。
年
に
一
度
、
火
元
検
査
人

は
書
記
官
と
共
に
家
々
を
訪
問
し
た
。
彼
ら
は
そ
こ
で
世
帯
主
や
家
屋
所
有
者
、

住
人
並
び
に
そ
の
法
的
地
位
を
記
録
し
、
欠
陥
を
即
座
に
排
除
さ
せ
、
抵
抗
さ
れ

た
場
合
に
は
そ
の
案
件
を
会
計
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
バ
ー
ゼ
ル
で
は
こ
の
よ
う
に
一
四
一
七
年
の
都
市
大
火
災
以
降
、
参
事
会
が
積

極
的
に
防
火
・
耐
火
措
置
に
取
り
組
ん
だ
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
バ
ー
ゼ
ル

で
は
一
三
世
紀
後
半
－
一
六
世
紀
前
半
に
一
〇
度
の
大
火
災
が
生
じ
た
の
だ
が
、

一
四
一
七
年
以
後
の
大
火
災
は
一
四
九
五
年
に
一
度
生
じ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
参
事
会
が
都
市
の
防
火
と
耐
火
を
自
身
の
独
自
の
任
務
領
域
と
認
識
し
た
上

で
、
バ
ウ
ポ
リ
ツ
ァ
イ
的
な
規
定
を
整
え
、
直
接
的
な
措
置
を
講
じ
た
結
果
で
あ

る
、
と
著
者
は
み
な
す
。
そ
こ
か
ら
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
参
事
会
の
財
政
的
・

バ
ウ
ポ
リ
ツ
ァ
イ
的
措
置
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
と
共
に
、
都
市
参
事
会
が
オ
ー

プ
リ
ッ
ヒ
カ
イ
ト
へ
と
変
化
す
る
こ
の
一
連
の
措
置
に
、
中
世
後
期
の
都
市
化
の

一
例
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
で
本
書
の
都
市
火
災
の
事
例
研
究
を
概
観
し
て
き
た
。
都
市
の
消
火
活
動

で
は
、
火
災
に
お
け
る
都
市
の
日
常
世
界
が
叙
述
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
火
災
の

よ
う
な
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
状
況
に
お
い
て
、
建
築
局
や
参
事
会
が
先
頭
に

立
ち
、
共
同
体
が
一
致
団
結
し
て
危
機
の
克
服
に
あ
た
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。

平
時
に
お
い
て
も
消
火
用
具
は
常
に
維
持
さ
れ
、
消
火
用
水
の
貯
蔵
と
運
搬
、
そ

し
て
照
明
が
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
男
女
の

区
別
な
く
消
火
活
動
に
参
加
し
、
そ
れ
に
対
す
る
報
奨
金
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

時
に
は
副
業
と
し
て
消
火
活
動
に
従
事
す
る
者
も
お
り
、
彼
ら
は
火
災
に
よ
っ
て

受
益
者
に
も
な
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
都
市
の
耐
火
・
防
火
措
置
は
日
常
世
界
の
変
化
を
表
し
て
い

る
。
参
事
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
措
置
は
、
都
市
の
家
屋
の
屋
根
や
壁
を
変

え
、
火
災
の
危
険
の
あ
る
建
造
物
を
都
市
か
ら
遠
ざ
け
、
煉
瓦
製
造
所
の
よ
う
な

新
た
な
施
設
を
都
市
に
作
り
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
木
で
造
ら
れ
た
中
世
都
市
は
、

石
造
り
の
近
世
都
市
へ
と
一
変
し
た
。
こ
の
よ
う
な
参
事
会
の
措
置
は
個
人
の
生

活
の
領
域
に
ま
で
及
び
、
そ
れ
に
応
じ
て
参
事
会
自
体
も
オ
ー
プ
リ
ッ
ヒ
カ
イ
ト

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

　
本
稿
で
は
火
災
に
対
す
る
都
市
化
の
様
子
を
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
は
紹
介
で
き

な
か
っ
た
が
、
本
書
で
は
公
的
建
築
活
動
に
お
け
る
雇
用
条
件
や
労
働
時
間
、
賃

金
と
建
築
予
算
の
推
移
、
都
市
衛
生
、
参
事
会
に
よ
る
労
働
供
給
な
ど
中
世
都
市

の
多
岐
に
渡
る
分
野
が
、
豊
富
な
都
市
会
計
簿
の
統
計
と
多
数
の
ド
イ
ツ
都
市
の

事
例
に
基
づ
き
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
建
築
活
動
の
組
…
織

や
職
務
、
予
算
な
ど
に
及
ぶ
本
書
の
研
究
上
の
、
そ
し
て
手
法
上
の
性
格
を
、
ほ

ん
の
一
端
な
り
と
も
示
せ
た
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
は
あ

ら
ゆ
る
都
市
史
研
究
者
に
と
っ
て
一
読
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

一114一



註
（
1
）
本
書
は
フ
ー
ク
ヴ
ェ
ト
が
一
九
九
四
年
に
ジ
ー
ゲ
ン
統
合
大
学
に
提
出
し
た

　
　
教
授
資
格
取
得
論
文
（
痢
幽
陶
げ
凶
国
坤
叫
ゆ
戯
O
臣
ω
o
o
O
げ
瓢
津
）
H
国
器
羅
島
露
ω
8
密
9
．
思
鵠
薗
。
炉

　
　
O
『
㈹
帥
昌
勝
帥
識
O
爵
　
　
鶴
臣
畠
　
　
〉
勘
O
留
　
　
陣
臣
　
　
脚
O
罠
罠
ζ
圃
既
O
臣
　
　
b
ゆ
帥
9
げ
鳥
臥
0
げ
0
麟
　
　
飢
O
o
o

　
　
◎
o
唱
簿
語
陣
試
①
冨
騨
0
δ
．
団
凶
臣
0
＜
0
門
α
q
四
魚
O
ぽ
0
鵠
島
O
Q
◎
酔
¢
象
①
＜
O
ヨ
0
げ
ヨ
凱
O
穿
N
≦
冴
O
ぴ
0
臣
鳥
0
轟

　
　
◎
。
鐡
簿
2
り
d
隣
。
。
。
霊
盲
島
寓
碧
げ
億
円
σ
。
≦
夢
器
藍
島
8
間
い
■
彰
畠
罫
畑
鎚
暮
砦
曾
譜
．
に

　
　
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
フ
ー
ク
ヴ
ェ
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